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子ども達「今しかできない夏休み」を楽しんでいますか 

 校長研修「宿題は自律を失わせる象徴的なもの」  

夏休みに入ってすぐの7月27日に、校長研修がありました。標題の言葉も、下記の言葉も講

師の先生が教えてくださった内容です。信じてきたものが足元から崩されていくような気がして、

大きな衝撃をうけました。 

「日本の教育は一番大切なものを失い続けている」 

「手をかければかけるほど生徒は自律できなくなり」 

「自分がうまくいかないことを誰かのせいにする」 

「主体性を失い」「自分も他人も嫌いになる」「不幸な気持ちになる」 

「宿題は自律を失わせる象徴的なもの」 

講師の先生は、下記の取り組みが話題になった、東京都千代田区立麹町中学校・前校長の

工藤勇一 氏（現、横浜創英中学・高等学校長）です。 
 

【麹町中学校で話題になった取組】 
 

●定期考査・宿題の廃止     ●固定担任制の廃止 

●服装・頭髪指導の廃止     ●数学での一斉指導全廃 
 

「与え続ける教育」の弊害について説かれ、自律する力を育てるにはどうしなければならな

いのか、という内容だったと理解しました。 
 

めざすゴール（めざす学びの姿）として 

子どもが主役の学習活動による、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現 

～教師主体の一斉授業からの脱却、「教え」から「学び」への転換～ 
 

これは、前年度1月31日発行の第６44号校長通信に掲載した内容、枚方市教育委員会か

ら下ろされた令和5年度に「めざすゴール（めざす学びの姿）」です。「これからの授業の好事

例を象徴する言葉として『教師はほとんど、しゃべりませんでした』と説明された」と書きました。 

学習指導要領で求められている「学習者自身が課題を設定し、学びの意義や目的を見出

し、自己実現を図る学び」は、どんどん前へ進められています。 

「与え続ける教育」の弊害から生まれてしまった日本の授業を見た外国の方々が「日本の子

ども達、なぜ寝ているのですか」と不思議そうに質問されるらしいです。学びに飢えている外国

の子達にタブレットを渡しておけば、数年でプログラミングまでできるようになるのに、親切丁

寧に教えている日本では、授業中に生徒達が居眠りをしている。挙句の果て、この先生の授業

は退屈だの下手だのダメ出しをするという始末、「授業するの仕事やろ、理解させろよ、できる

ようにしろよ」というような印象、私自身も少なからず感じたことがあります。 

工藤勇一 氏のお話は、頷ける内容、納得できる内容ばかりでした。だからこそ衝撃的でした。 

それでは中宮小学校でも、宿題を無くし、ルールを無くし、教えない授業を推進することがよ

いのかというと、その確信もなく、実践する勇気がありません。 
 

何年も前の生徒指導勉強会でのこと、受け身を指導する前に「乱取りを行わせ、技のかけ方

やコツを自ら気づかせる」という、信じられない柔道の授業を実践していた体育教師の話を聴

いたことがあります。きっと生徒が大けがをしたとき、「受け身の指導が大切だった」と教師本

人が気づくだろうという冗談じゃ済まされない笑い話、生徒の命がいくつあっても足りません。  

「自ら学び、自ら考える力」が重要だと言われ始めたころの笑い話です。 
 

これと同様の失敗をするわけにはいきません。 
 

本校では、自主学習に力を入れています。全校児童の「自主学ベスト」もロイロノートで閲覧

できるようにしています。もちろん、自ら課題を見つけ、自主的に意欲的に学習に取り組むこと

が求められているからです。 

この夏休みにも自主学習の課題（2年生以上）が出ているはずです。我が子の取り組みを確

認してみてください。与えられたものではなく、自ら興味をもったことについて意欲的に調べた

り練習したりしていれば一安心です。一方、「何をやったらいいのか分からない」と困っている、

自ら選んでよい学習にも意欲的に取り組めない場合は、注意が必要です。 

宿題を廃止したら意欲的に学習するというのであれば、すぐにでも宿題を出さないようにし

ます。小学校を卒業しても、九九が暗誦できない、住所が書けない、分数の計算が分からない

等、大けがが待っているように思うのですが、どうでしょうか。 

大けがの自覚症状は、小学校を卒業した少し先の高校入試、その先の就職試験かもしれま

せん。保護者の皆様も考えてみてください。 

私は「時を守り、場を清め、礼を尽くす」この中で存分に学習させることが必要だと考えてい

ます。それを必要とする子が、たくさんいると思っています。この指導の中で、宿題プラスアルフ

ァ、本当の自主学習への取り組みが必要だと考えています。 

あと残り数日の夏休み、我が子にとってどんな時間の過ごし方がよいのか見極めていただ

き、「今しかできない夏休み」にしてやってもらいたいです。 

 

 

すすんで学ぶ子 

心豊かな子   

たくましい子 中宮 


